　第７１８号　ヤスクニ通信 ２０１４年１１月９日
日本キリスト教会靖国神社問題特別委員会
〈祈りのために〉
　主はギデオンに言われた、「あなたと共におる民はあまりに多い。ゆえにわたしは彼らの手にミデアンびとをわたさない。おそらくイスラエルはわたしに向かってみずから誇り、『わたしは自身の手で自分を救ったのだ』と言うであろう」。 　　(士師記7:2，口語訳)
ギデオンが主に仕える働き人として召されたとき、彼はとても恐れたし心細かった。閉塞して真っ暗闇だと誤解した。異邦人の神々を恐れ、神ではないのに崇められているものを恐れ、人々を恐れ、時代精神や風潮を恐れ、教勢低下を恐れ、また自分自身の無力さ、愚かさ、小ささをも恐れた。不安材料は山ほどあるが、安心材料は１つしかない。様々な恐れを吹き払うためには、神に十分に信頼を寄せる必要があった。「サタンよ、引き下がれ。あなたは神のことをほんの少しも思わないで人間のことばかり思い煩っている」(マルコ8:33参照)。効く薬はこの１つだけだった。６章の後半は彼と私共の信仰の回復過程である。羊の毛を裏返したり、元に戻したり、また裏返して濡れたり乾いていたりするさまを、彼も私共も何度も何度も確かめて、魂によくよく刻まねばならない。それだけが、信仰と勇気と慎みとを私たちに再び与えるだろう。
　7:1-8。32000人の軍勢、どう考えても無理。しかも2-3節の主の言葉は、きわめて理不尽、非常識な発言である。「あなたと共におる民はあまりに多い。ゆえにわたしは彼らの手にミデアンびとをわたさない。おそらくイスラエルはわたしに向かってみずから誇り、『わたしは自身の手で自分を救った』と言うであろう」。え？　聞き間違いかと思った。悪い冗談かと。もっと兵力の増強を、もっと生産性と作業効率をあげて収入を増やし、参加人数も大幅に増やして、ではない。「多すぎる。削減を」？　心痛む兵力削減、彼らの願いも希望も粉々に打ち砕きかねない、恐るべき規模縮小。32000から10000へ、さらに300へ。
　300人は、『試験に合格した、ふさわしい飛びっきりの少数精鋭たち』ではない。仮にそうなら、せっかく勝利しても「自分たちの才能と品格と有能さによって勝利を手にした」などと心がおごってしまうだろう。2-3節の大事な主の言葉を話半分に聞き流してしまうだろう。ギデオンの目にも、イスラエルの１人１人の目から見ても「無に等しい。これでは、何もないのと同じじゃないか」としか思えなかった。「もし万一、これで生き延びるなら、それは到底、自分の力と手の働きで勝ち取ったものではない」と言う他ない兵力。贈り物のようにして与えられた幸いは、驚きと感謝となり、魂に深々と刻まれて１つまた１つと積み重ねられ、大切に語り継がれ、やがて主に対する大きな信頼へと育まれて行く。《この神こそ、私たちの主である》という確信の中に、彼らと私たちの営みを揺るぎないものへと成長させて行く…はずだった。けれど戦いの結末の8:22-27を見よ。驚くべきことに、そうはならなかったのだ。主への驚きと感謝と信頼は、魂に深々と刻まれなかった。主に対する大きな信頼へと育まれていかなかった。主に対する熱い期待と、心安く聞き従っていくことへと私たちの腹の据え方を方向づけなかった。さあ、私たちは立ち返ろう。
〈祈り〉主よ、あなたへの信頼と従順とを私共にもお与えください。どうぞ、ぜひ。
　　　　　　　金田聖治　(鎌倉栄光教会牧師，東京中会靖国神社問題特別委員会委員)
「ヤスクニ問題とわたし」
信仰告白的事態にある日本
粂広国（森林公園教会牧師）
先日、日本軍慰安婦問題に関して、北海道でこの問題に取り組む会の招待で横浜長老教会の吉井国勝長老からお話を聞きました。靖国神社問題にせよ、慰安婦問題にせよ、それが韓国・中国との摩擦を引き起こし、外交問題にも支障をきたすのは、日本人の歴史認識に問題があるからです。「国のために命を捧げた人々を祀って何が悪い」といった認識や「従軍慰安婦はなかった」といった発言、アジア・太平洋戦争を欧米の植民地支配からアジア諸国を解放した聖戦とする虚偽。軍国日本が犯した罪に対して、それを正当化したり、隠蔽したりする姿勢がアジア諸国の反発を招くことになぜ日本人は気づかないのでしょうか。恥ずかしい限りです。
ヤスクニ問題は前回よりも一層深刻さを増していると感じます。なぜなら、安倍政権は集団的自衛権の行使容認を閣議決定した後も、着々と日本を戦争のできる国へと地ならししつつあるからです。その延長線上に靖国神社があります。戦争が弱い立場にある女性や子供を深く傷つけることは慰安婦問題からも明らかです。しかし、加害者となる兵士は戦死すると軍神として祀られるのです。集団的自衛権の行使容認は、日本と関わりのないアメリカの対テロ戦争に巻き込まれる事態を予想させます。戦死した日本人は靖国神社に祀られ、メディアも国民的英雄として讃えて、国民もそれを強要されるでしょう。反対する日本人は昨今の右傾化的風潮の中で「反日分子」のレッテルをはられ、ネットで中傷され、言論の自由、表現の自由、信教の自由も踏みにじられ、良心的人々は沈黙を余儀なくさせられる。このような悪夢が現実とならないことを願います。靖国神社は常にその機能を発揮することができる戦争賛美の装置です。靖国神社が天皇制と結び付けられると最悪の事態となります。しかし、日本遺族会は靖国神社への天皇親拝を望んでいます。天皇制そのものが問題なのです。
しかし、両者を日本から無くすことは困難です。そこに教会の宣教と対立する深刻な課題があります。日本での宣教は終始、身近な異教との戦いなのです。しかしこの認識を日本のキリスト者全てが共有しているとは言い難い現実があるのも確かです。信仰を個人的、内面的領域に留める人々がいます。慰安婦、在日外国人、被差別被害者、障がい者、アイヌ等の少数民族、沖縄住民を抑圧・排除、差別する社会の現実に無関心なクリスチャンも少なくありません。問題点はキリスト者がそうした人々の痛みに向き合わず、傍観者となる時、既に加害者の立場に立っているということに気がつかないことであり、これが現代の罪なのです。
私は日本のキリスト者・教会全てがヤスクニ問題をはじめ慰安婦問題、原発問題などに対して、それが私たちの信仰告白を脅かす深刻な諸問題であるとの共通認識をもって宣教に励むことを願っています。そのためにはどの教派もまず、自分の教会・教団内の意識改革を促す必要があると思います。特に御言によって改革される教会を標榜する私たちは、それを実質的に形成しなくてはなりません。その意味で「ヤスクニもんだいってな〜に?」という小冊子が作られたことは、共通認識と対話のために有益だと思います。礼拝において神の言が預言者的に語られ、「御国が来ますように」という祈りが、主を待ち望む信仰によって成就されていくこと。今そのための全教会的な祈りと実行が求められているのではないでしょうか。
靖国問題 Q and A
＜ＮＨＫ番組について考える＞
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問い…なぜＮＨＫ番組のことを問題にするのですか。
答え…公共放送として不偏不党であるべきＮＨＫの番組がだん　　
だん政府の広報に近くなってきて、しまいには国策放送に　
なってしまうのではないかというおそれがあるからです。
問い…それは具体的にいうと、どういうことですか。
答え…政府・自民党に都合の良い番組作りが多くなっているということです。例えば「ニュース７」では毎日のように安倍首相を大写ししています。集団的自衛権を巡る問題では、議論の焦点より自民・公明両党の協議の成り行きの方を多く取り上げていました。サッカーのワールドカップのようなスポーツの一大イベントがあると、連日そればかり報道するので、それ以外の重要なニュースが陰に隠れてしまっています。これらは争点隠しの疑いがあります。昨年の伊勢神宮の式年遷宮を取り上げたスペシャル番組では、神社に祀られているものを「神様」だと言っていました。せめて「神様だと信じられています」と言ってほしかったですね。
問い…ＮＨＫの会長や経営委員の人選をめぐって問題があったと聞いていますが。
答え…はい。籾井勝人会長は「政府が右と言うことを左と言うわけにはいけない」と発言、百田尚樹委員は東京都知事選挙で田母神俊雄氏以外の候補を「人間のクズ」と言って攻撃しました。長谷川三千子委員は、現天皇を「現御神(あきつみかみ)」(故野村秋介氏の追悼文)とし、また「敗戦を乗り越える…一番現実的な手っ取り早い方法は、もう一度戦争をして勝つ」(『日本の息吹』13年10月号)ことだと書いています。安倍首相が主導して、このような人物をＮＨＫに送り込んだことについては、放送を通した国民の統制を狙っているとしか思えません。
問い…でもＮＨＫにも良い番組がたくさんあるでしょう。
答え…その通りです。「花子とアン」には国が起こした戦争への批判があり、またＮＨＫ
スペシャルなどにもすぐれた番組が多くありますが、ただ「反日ＮＨＫ」などと言っ
て攻撃する人たちがいます。国民はＮＨＫのこうした良い番組を守らなければなりま
せん。ＮＨＫにメールなどで批判的意見を送ると返事がないことが多いのですが、ほ
めてあげると喜んで返事が帰ってきます。良い番組はどんどんほめて、現場で奮闘し
ている人たちを励ましてあげることが必要です。
問い…ＮＨＫの子供番組についてどう思いますか。
答え…毎日の夕方の番組がかなり手を抜いている印象を受けます。民放も同じですが、子
供が演じて、子供が自主的に問題を解決して行くといったテレビドラマがほとんどな
いのです。いま子供たちがふだん目にするのはバラエティ番組ばかりではないでしょ
うか。これでは、この国の将来が心配です。まっとうな子供を育てたいと願う日本中
の親たちが、放送の改革のために声をあげることが求められています。
（井上　豊　広島長束教会牧師　大会靖国神社問題特別委員会委員）
＜ヤスクニ・ニュース＞
北星学園脅迫を捜査、男逮捕へ
　従軍慰安婦問題の報道に関わった朝日新聞元記者が非常勤講師を務める札幌市の北星学園大に脅迫電話をかけたとして、北海道警が威力業務妨害の疑いで、新潟県の60代の男を23日にも逮捕する方針を固めたことが捜査関係者への取材で同日、分かった。
　５月と７月に北星学園大の学長宛てに「元記者を辞めさせなかったら、天誅として学生を痛めつける」などと書かれた脅迫文が届き、複数の虫ピンが同封されていた。その後、大学に男の声で「大学を爆破する」という趣旨の脅迫電話があった。（共同通信10月23日）
「昭和天皇実録」三つの責任を明記すべきだ
9月9日、宮内庁は「昭和天皇実録」を公表した。琉球新報の9月10日の社説では、沖縄の怒りが込められた叫びとも思われる記述がある。その社説を紹介する。
 「宮内庁は昭和天皇の生涯を記録した『昭和天皇実録』を公表した。米軍による沖縄の軍事占領を望んだ『天皇メッセージ』を日本の公式記録として記述した。しかし、沖縄の問題で重要とみられる連合国軍総司令部（ＧＨＱ）のマッカーサーとの会見記録や、戦争に至る経緯などを側近に述懐した『拝聴録』は『見つからなかった』との理由で、盛り込まれなかった。編纂に24年かけたにしては物足りず、昭和史の空白は埋められなかった。
　昭和天皇との関連で沖縄は少なくとも３回、切り捨てられている。最初は沖縄戦だ。近衛文麿元首相が『国体護持』の立場から1945年２月、早期和平を天皇に進言した。天皇は『今一度戦果を挙げなければ実現は困難』との見方を示した結果、沖縄戦は日本防衛の「捨て石」にされた。だが、実録から沖縄を見捨てたという認識があったかどうか分からない。
　二つ目は45年７月、天皇の特使として近衛をソ連に送ろうとした和平工作だ。作成された「和平交渉の要綱」は、日本の領土について『沖縄、小笠原島、樺太を捨て、千島は南半分を保有する程度とする』として、沖縄放棄の方針が示された。なぜ沖縄を日本から『捨てる』選択をしたのか。この点も実録は明確にしていない。
　三つ目が沖縄の軍事占領を希望した『天皇メッセージ』だ。天皇は47年９月、米側にメッセージを送り『25年から50年、あるいはそれ以上』沖縄を米国に貸し出す方針を示した。実録は米側報告書を引用するが、天皇が実際に話したのかどうか明確ではない。『天皇メッセージ』から67年。天皇の意向通り沖縄に在日米軍専用施設の74％が集中して『軍事植民地』状態が続く。「象徴天皇」でありながら、なぜ沖縄の命運を左右する外交に深く関与したのか。実録にその経緯が明らかにされていない。
　私たちが知りたいのは三つの局面で発せられた昭和天皇の肉声だ。天皇の発言をぼかし、沖縄訪問を希望していたことを繰り返し記述して『贖罪意識』を印象付けようとしているように映る。沖縄に関する限り、昭和天皇には『戦争責任』と『戦後責任』がある。この点をあいまいにすれば、歴史の検証に耐えられない」。　　　　（琉球新報 9月10日）
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＜集会案内＞「いま、沖縄から」
「普天間問題」から見える「日本の問題」
…普天間基地に隣接する教会からの発信…
講師・神谷武宏（普天間バプテスト教会牧師　基地ゲート
前でゴスペルを歌う会代表）
カトリック麹町教会　11月27日（木）午後6時30分～8時30分
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